


















































90 分の授業を 15 週にわたって、毎週 1 回ずつ実施し
た。2020 年度の受講生は 6 名であった。
大学教育における遠隔授業の試み
―3 タイプ、その成果と課題―
Attempt of the remote lecture in the university education
－ 3 types, their achievements and issues －





















































常は授業の最後に 5 分程度を残して A4 版用紙に 10
行程度書かせるスタイルを取っているが、オンライン





































































る B 大学教育学部 2 年生が受講する授業である。100
分の授業 8 回分を二日間で実施する集中講義で、2020
年度の受講生は 71 名（2019 年度は未開講）であった。
　大学から「受講生の密を避けるため、1 教室に入る












3. 1.  授業の進め方
　授業の進行に当たっては、以下のような進め方を基
本とした。
　①受講生は 4 名で 1 グループとし、合計 18 班編成
とした。1 教室には 3 つの班（12 名）～ 4 つの班（16
名）の学生が集う形で行った。




































































飛沫が飛びにくい）を創作させ、2 日目の 8 回目「ま
とめの会」で体育館のステージに順に上らせて披露さ
せた（図 3）。

















































全部で 15 回の内容を 4 ～ 5 月にかけて実施している。
2020 年度の受講生は授業実践力向上コース 12 名と新












































4. 2.  授業での工夫



























表 4　授業評価アンケート ( 一部、抜粋 )
大学教育における遠隔授業の試み
54
4. 2. 2.  通信の交流









である。A4 版ワークシート 1 枚に受講生がまとめた
ものが提出された。

































































































































































































 1）「学校・学級経営 I」は 3 名の教員で担当し、「教職論」と「特
別活動指導論」は筆者が単独で担当した。
 2） A 大学和歌山看護学部の授業評価アンケートは、「5. そう
思う　4. ややそう思う　3. どちらでもない　2. あまりそう
思わない　1. そう思わない」の 5 段階で行われている。「教
職論」は、2019 年度の受講生 17 名、回答者 17 名、回答率
100％。2020 年度は受講生 6 名、回答者 3 名、回収率 50％
であった（2020 年 11 月 1 日現在）。
 3） B 大学教育学部の授業評価アンケートは、「5. 強くそう思
う　4. そう思う　3. どちらともいえない　2. そう思わな
い　1. 全くそう思わない」の 5 段階で行われている。「特
別活動指導論」は、2019 年度の開講はなく、2020 年度は
受講生 71 名、回答者 59 名、回収率 83％であった（2020
年 11 月 1 日現在）。




は 1 名のみであった（2020 年 11 月 1 日現在）。





を実施した。（2020 年 11 月 1 日現在）
 6） C 大学大学院教育学研究科の授業「学校・学級経営Ⅱ」の
第 4 回「学級集団の発達」では、動画を視聴しながらワー
クシートの課題に取り組ませ、完成させたものを Moodle
課題提出箱へ一旦提出させた後、次の課題へと進ませると
いう展開も試みた。
